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1． 背景と研究目的 
 日本の労働生産性が他国比で低い状況が続いている。それに対し、筆者は新しいことに挑

戦するマインドが日本には決定的に欠けているように感じられることに問題意識を持って

いる。そこで、産官学金連携での若い世代の挑戦による地域課題解決の仕組みが成功事例と

なると考え、佐賀県有田町における学生とのプロジェクトを進めている（熊澤 2025）。 
 

2． 先行研究 
 先行研究における「ソーシャル・イノベーション」については、筆者は、野中・廣瀬・平

田（2014）の定義を採用し、研究を進めている。その定義では社会変革を起こすには「衆知

創発の SECI モデルプロセス」が重要とされ、そのプロセスを持続させる役割は実践知を持

つリーダーが担うとされている。筆者は若い世代の行動が同様の役割を持つのではないか

との仮説を持ち、そのプロセスの実現を目指し、研究を進めている（熊澤 2023、熊澤 2025）。 
 

3． 佐賀県有田町に関わるプロジェクトの活動報告 
3.1 よかね ARITA プロジェクトの概要 
 佐賀県有田町（以下、有田町）との地域活性化に関する協働プロジェクト「よかね ARITA
プロジェクト」を 2021 年度から開始し、2022 年 3 月に有田町と本学で「昭和女子大学と

有田町との連携協力に関する包括協定」を締結。５年目となる 2025 年度は、学生メンバー

６名、アドバイザーである磯野彰彦特任教授および筆者の計８名で活動を行なった。 

 
*本研究は 2025 年度昭和女子大学現代ビジネス研究所の研究助成を受けたものである。 
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3.2 現代ビジネス研究所と有田町共催でのイベントの開催 
 今年度は、若い世代に将来働く場所として有田町を選んでもらうために、学生が有田町の

地域資源を活用し、自身のやりたいことの実現に挑戦する仕組みづくりをテーマに活動を

行い、学生メンバーの企画・運営により開催したイベント（８月：有田町、12 月：本学）

に、合計 17 名の学生に参加いただいた。有田町まちづくり課、有田町に関わる企業、有田

町ご出身の方にご協力いただき、有田町に関する謎解きツアーにより理解を深めながら、自

身が有田町でやってみたいアイデアや、有田町の活性化に繋がる提案について、ワークショ

ップを通じて意見交換を行なった。有田町の魅力を新たに知った参加者の満足度は高く、学

生ならではの視点により、実現可能性のあるアイデアや提案がなされた一方で、それらをイ

ベント後も継続的に取組む態勢の構築ができなかったことが反省点として挙げられる。 
 
3.3 秋桜祭での有田焼オリジナルアクセサリーの販売 
 今年度も、有田焼アクセサリーの製造・販売を手掛ける cocosara の協力により、学生メ

ンバーが有田焼のオリジナルアクセサリーの商品企画を行い、秋桜祭および学内販売によ

り、合計 169 個を販売。本学内での認知度も高まっており、来年度も継続、発展させたい。 
 

4． 今年度に得られた示唆と来年度への展望 
 今年度の活動は、有田町で長い歴史のある企業、新たに有田町との関わりが始まった企業

との協働を行なった観点で大きな進展があった。一方で、企業と学生それぞれに有益な形で、

学生が主体となって活動を進めることに難しさを感じた一年であった。来年度も引き続き

「有田町で働く若い世代を増やすにはどのようにすればよいか」を念頭に、有田町の活性化

に寄与する具体的・継続的な仕組みづくりの構築を目指したい。 
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